第2部　第5章　で、どうするの？

2007/10/18 佐々　比呂之


誰かにリスクを移してしまえ

　自社のリスクを誰かに移してしまうことができれば、どれだけ気が楽になることでしょうか？誰かがそのリスクから損害が発生した時に代わりに払ってくれるといううまい話はないものでしょうか？

　そんなうまい話があります。もちろん、リスクに見合った対価は必要となります。代表的なリスクの引き受け手は保険会社です。他にも金利変動リスクや為替変動リスクをヘッジする手段は銀行や金融市場が提供しています。中小企業取引の間に大手企業を挟む場合も、中小企業の信用を補完し、資金の未回収リスクを移しているといえるでしょう。

　頻度は少ないものの損害額が非常に大きな火災や自然災害、死亡といった保険会社が引き受けるリスクには特に適しています。比較的少額の掛け金で、大きな補償額を得ることができます。

　リスクの引き受け手は、リスクの原因となる部分に対し、リスクを低減するように働きかけるといった直接的に権限を行使することはできません。リスクの実態を見極めることは、間接的であるために非常に困難であります。そのため、リスクの引き受け手は、リスクを引き受ける時にできる限りリスク保有者から情報を入手し、慎重に引き受ける条件を定めることになります。

　すなわちリスク保有者の立場からいうと、よりよい条件でリスクを移転させるために、当該リスクに関わる情報をできるだけ多く開示する必要があります。例えば、健康であることを証明できると安くなる生命保険がよい例でしょう。逆に最近の持病があっても入れる生命保険は、引き受け手である生命保険会社のリスクが高まるため、その分保険料が高くなる仕組みです。

　ただし、移すことができるリスクは金銭的な面に限られます。外注会社に作業を移転したとしても、納期遅れや品質事故など社会的な信用を失うようなことがあれば、あくまでも顧客との窓口である元請会社のリスクとなります。リスクを移転することは、自社の直接的なコントロールから外れることになりますので、慎重に選択することが必要です。（827文字）
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リスク保有者 リスク内容 リスクの引き受け手

家主

財物損壊リスク 保険会社（火災保険）

家賃不払いリスク 保証会社（家賃保証）

賃借人

資産保有リスク 家主

商社

為替変動リスク 金融先物市場

代金回収不能リスク 保険会社（信用保険）

海外政情不安リスク 日本国（貿易保険）

小売店

売れ残りリスク 問屋（返品受け入れ）

問屋

返品リスク 量販店（買取）

製造業

負傷リスク ロボット

取引先倒産リスク 商社（与信）

一般企業

雇用変動リスク 人材派遣会社

システム管理リスク ＩＴ会社（ＡＳＰ）

資産保有リスク リース会社

銀行

貸倒リスク 証券化市場

金利変動リスク 金利スワップ

保険会社

巨大リスク 再保険市場
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